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佐賀県立唐津南高等学校
〒〒847-0824　佐賀県唐津市神田字堤2629-1
☎0955-72-4123

活動団体 虹ノ松原プロジェクトチーム

主な活動時間 授業の一環として、部活動として 活動人数 21人
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守り、そして伝える虹ノ松原 〜永久に続く地域文化遺産へ〜

として利用する「マテリアル利用」に取り組んでいま
す。このペレットの熱量平均値は4620kcal/kg と
なり、灯油の0.4倍の熱量を持つことが分かりました。
またボイラーやストーブなどの化石燃料の代替品とし
てペレットを使用した場合、ペレットストーブは灯油
ストーブの約４分の１の量である18g/MJ の二酸化
炭素を排出しますが、カーボンニュートラルの考え方
から二酸化炭素の発生量はゼロとカウントされます。
　また、プロジェクトメンバーの中に実家が養鶏農家
を営んでいる生徒がいたことから、養鶏業で産業廃棄
物として廃棄されていた鶏糞を松葉ペレットに添加
し、鶏糞ペレットも製造することになりました。松葉
ペレットでは、松葉に含まれるファイトアレキシンに
より除草効果が果たせ、マルチの代用として利用して
いましたが、そこに鶏糞が加わることで土壌改良効果
もプラスすることができました。現在は福岡大学の戸
高先生にサンプルテストをしていただき、商品化へと
研究を進めています。

2. 松ぼっくりの活用
　若年層が興味をもつように「SNS 映えする」「高校
生目線でかわいいものを」「新しい唐津のお土産に」を

【活動内容】
地域遺産である虹ノ松原の『保全・有効資源活用』
　国の特別名勝であり、日本三大松原でもある虹ノ松
原を保全することを目的として、15年前に「松

しょうろ
露プロ

ジェクトチーム」が発足し、虹ノ松原の再生保全活動
を行っています。さらに清掃活動をした際に回収され
る松葉や松ぼっくりを廃棄せず、固形ペレットや観光
資源として活用するための取り組みも行っています。
　保全活動では、松原内に滞積する松葉を回収する「松
葉掻き」や松ぼっくり拾いなどを唐津市観光課や地元
の NPO 法人 KANNE（かんね）、そして私たちが主
催しています。大規模なものでは、地元市民を中心に年
間延べ1200人以上の方が参加される保全活動「KPP
〜 Keep Pine Project」があります。これは私た
ち松露プロジェクトチームが名付けたもので、参加者
のサポートや啓発活動を中心に１年を通して行ってい
ます。保全活動を行うと大量の松葉や枝、松ぼっくり
が回収されます。松葉は年間に1000ｔが苗床や肥料
として地元のタバコ農家に活用されていますが、枝と
松ぼっくりは年間86ｔが廃棄物として焼却処分され、
それ以外のものはそのまま松原内に放置されているの
が現状です。枝は唐津市が燃料としての研究を進め、
改善されつつありますが、松ぼっくりは使い道がない
状態です。この現状を改善するため以下の研究を行っ
ています。

1. 松葉の活用
　清掃時に回収された松葉を適当な大きさにそろえ、
ペレタイザーで粉砕し、円筒状に固めペレットとして
活用しています。そしてそのペレットを木質バイオマ
スとしてボイラーやストーブ燃料などに使用。熱エネ
ルギーを生産する「エネルギー利用」とマルチや肥料
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コンセプトとし、松ぼっくりを使用した商品を考えた
結果、松ぼっくりに香りを添加したものをガラス瓶の
中に飾りつけし、「松ポップリ」と名付け芳香剤として
の製品化に成功しました。今後は唐津を訪れた観光客
の方々にワークショップ形式でポプリ作りを体験して
もらい、唐津の新たな観光資源として商品化を目指し、
その収益を保全活動に生かしたいと考えています。

　これらの活動は唐津市観光課や NPO 法人をはじ
め、ボランティア団体、唐津市の小・中学校などと連携
をとりながら行っています。これらの団体と私たちは、
唐津市長が代表を務める「虹ノ松原対策協議会」に所
属しており、互いに松原でどのような活動を進めてい
くのかなどについて議論しています。虹ノ松原保護対
策協議会は本年より虹ノ松原の世界遺産へ向けた活動
を呼びかけ、活動を進めています。

【成果・実績】
　保全活動の参加者は年々増加し、現在では年間４回
の KPP 活動に約1200人の方が参加しています。松
葉ペレットの研究は、福岡大学工学部の重松教授が興
味を持たれ、今後も連携を図り、研究を進めていくこ

とになりました。また、九州学校農業クラブ連盟意見
発表の部で優秀賞を獲得しました。「松ポップリ」の製
品化は、佐賀県が主催する「佐賀最高企画甲子園」で研
究成果が高く評価され、最優秀企画賞を受賞し、副賞
として今年３月にオランダで行われる発表大会への参
加が決定しました。
　さらに、唐津市の知名度向上に貢献したことなどが
認められ、唐津市長より感謝状をいただき、表敬訪問
も行いました。地元のテレビ局や佐賀新聞、西日本新
聞などでも活動が取り上げられる機会が増えました。
そして、岩手県陸前高田市「高田の松原」復興植樹祭に
全国の高校では唯一参加依頼をいただき、学校で管理
している黒松を、高田の松原と高田高校に記念植樹し
ました。今年度はさらに PR を続け、日本ユネスコ連
盟の「日本未来遺産」への登録を目指しています。

【目標・今後の計画】
　虹ノ松原区域内を区画割りし、保全活動を行う団体
に自由に活動してもらう唐津市の制度「アダプト登録」
について、現在の25% から50% に伸ばしたいです。
そのためにも楽しみながら松葉掻きができる仕組み
や、地元商工会議所と連携し、新しいお土産「松ポップ
リ」を実際に体験できるお土産コーナーを運営してい
きたいです。また、地元旅館組合と連携し、料理に使用
する固形燃料の代替として松ぼっくりを炭化させた燃
料を製作して、さらなる有効資源の活用を目指したい
です。そして400年続いてきた唐津の宝である虹ノ松
原を私たちの手で後世につなげていきたいです。

●活動にあたり創意工夫したこと
虹ノ松原再生保全活動では、一人でも多くの方に参加してもらうため、駅前や商店街でティッシュ配りを行いま
した。実際の保全活動では、参加者のサポートを行うために、日ごろの松葉掻き活動ででた課題を生かして少し
でも気持ちよく活動していただけるよう、区画割や器具の貸し出しなどを行っています。私たちサポーターの位
置が参加者にわかるよう、プロジェクト専用のパーカーも作りました。松葉・鶏糞ペレットでは、松

まつやに
脂の粘性と鶏

糞灰の粒子の細かさによる問題点をお互いで補うように、それぞれの配合の割合を工夫しました。
●活動の際に苦労したこと
ペレット製作では、松葉の松脂で機械が詰まるトラブルや、所有している機械（ペレタイザー）が小型であるため
１回の試作を製造する時間が２時間以上かかり、多くのバリエーションを必要とするこの実験では一番の苦労と
なりました。鶏糞と松葉の割合でできあがりに大きな違いが生まれるので、製品の形状や硬度を均一にする作業
も苦労しました。また、虹ノ松原は国有林のため、研究目的であれば虹ノ松原内の松ぼっくりや松葉などは採取・
活用することができますが、利益目的（収益を松原に還元するとしても）や大規模な活動をするために採取量を
多く設定することができません。「国有林」という高い壁を感じています。




